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(57)【要約】
　本発明は、基材と、凝固剤を含む反応液と、第１の着
色剤を含む第１のインク組成物および第１の着色剤とは
異なる第２の着色剤を含む第２のインク組成物を含むイ
ンクセットとを提供するステップａであって、第１の着
色剤と第２の着色剤の両方が、それぞれ第１のインク組
成物および第２のインク組成物中で一次粒子として分散
している、ステップａと、反応液を基材の第１の表面に
塗布するステップｂと、第１のインク組成物の第１の層
および第２のインク組成物の第２のインク層を基材の第
１の表面に印刷するステップｃであって、凝固剤と接触
すると、第１のインク層および第２のインク層に存在す
る一次粒子が、第１のインク層および第２のインク層に
二次粒子がそれぞれ形成されるように凝集し、第１のイ
ンク層が第１の不透明度を取得し、第２のインク層が第
２の不透明度を取得し、最も高い不透明度を取得したイ
ンク層が最初に印刷される、ステップｃと、を備える、
印刷方法に関する。そのような方法により、高い耐光性
を有するインクを含むインクセットの色域を大幅に改善
することができる。本発明はさらに、本発明による方法
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、凝固剤を含む反応液と、第１の着色剤を含む第１のインク組成物および第１の
着色剤とは異なる第２の着色剤を含む第２のインク組成物を含むインクセットとを提供す
るステップａであって、第１の着色剤と第２の着色剤の両方が、それぞれ第１のインク組
成物および第２のインク組成物中で一次粒子として分散している、ステップａと、
　反応液を基材の第１の表面に塗布するステップｂと、
　第１のインク組成物の第１の層および第２のインク組成物の第２のインク層を基材の第
１の表面に印刷するステップｃであって、凝固剤と接触すると、第１のインク層および第
２のインク層に存在する一次粒子が、第１のインク層および第２のインク層に二次粒子が
それぞれ形成されるように凝集し、第１のインク層が第１の不透明度を取得し、第２のイ
ンク層が第２の不透明度を取得し、最も高い不透明度を取得したインク層が最初に印刷さ
れる、ステップｃと、
を備える、印刷方法。
【請求項２】
　ステップｃがステップｂの後に行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ステップｃがステップｂの前に行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　インクセットが、第１および第２の着色剤とは異なる第３の着色剤を含む第３のインク
組成物であって、第３の着色剤が第３のインク組成物中で一次粒子として分散している、
第３のインク組成物を含み、ステップｃにおいて、第３のインク組成物の第３の層が、基
材の第１の表面に印刷され、凝固剤と接触すると、第３のインク層に存在する一次粒子が
、第３のインク層に二次粒子が形成されるように凝集し、第３のインク層が第３の不透明
度を取得し、インク層が不透明度の順に、最も高い不透明度を有するインク層から印刷さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　インクセットが、第１、第２および第３の着色剤とは異なる第４の着色剤を含む第４の
インク組成物であって、第４の着色剤が第４のインク組成物中で一次粒子として分散して
いる、第４のインク組成物を含み、ステップｃにおいて、第４のインク組成物の第４の層
が、基材の第１の表面に印刷され、凝固剤と接触すると、第４のインク層に存在する一次
粒子が、第４のインク層に二次粒子が形成されるように凝集し、第４のインク層が第４の
不透明度を取得し、インク層が不透明度の順に、最も高い不透明度を有するインク層から
印刷される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　インクセットが、ブラック、シアン、マゼンタおよびイエローのインク組成物を含む、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　反応液が凝固剤として多価金属塩を含む、請求項１から６のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項８】
　着色剤が顔料である、請求項１から７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　顔料が、ピグメントイエロー７４、ピグメントレッド１２２、ピグメントブルー１５：
３、ピグメントブラック７であり、インク層の順序がイエロー、シアン、マゼンタおよび
ブラックである、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　インク組成物がラテックス樹脂を含む、請求項１から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　第１の表面を有する基材を備える印刷物であって、第１の表面が、第１の不透明度を有
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する第１のインク層および第２の不透明度を有する第２のインク層を備え、最も高い不透
明度を有するインク層が第１の表面に最も近接して配置される、印刷物。
【請求項１２】
　マシンコート基材を備える、請求項１１に記載の印刷物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、改善された最適な色域を有する記録物と、分散した着色剤を含むインク組成
物が凝固剤を含む反応液と併用される、高い耐光性、高い印刷品質および最適化された色
域を有する印刷物を作成するための印刷方法とに関する。
【背景技術】
【０００２】
　知られている印刷方法では、たとえば（色間）滲み、凝結（ｃｏａｌｅｓｃｅｎｃｅ）
などのあらゆる種類の印刷アーティファクトを生じ得るインク組成物の過度の拡散を防ぐ
ことにより印刷品質を向上させるために、印刷基材または印刷物を処理するための反応液
が使用され得る。そのような方法は、低吸収性から非吸収性の印刷基材（印刷媒体）、た
とえばマシンコート紙またはオフセットコート紙への印刷に使用するのに非常に有益であ
る。
【０００３】
　欧州特許出願公開第１１２５７６０号明細書では、反応溶液およびインク組成物を記録
媒体に堆積させて印刷を行い、次いで記録媒体を極性溶媒で洗浄する記録方法が開示され
ている。
【０００４】
　そのような方法の欠点は、反応液が使用されない印刷方法に対して色域が減少すること
があり、反応液を使用しない場合、特にマシンコート印刷基材における印刷品質が不十分
となることである。
【０００５】
　印刷品質を向上させるためにインク組成物を印刷する順序を選択することが、従来技術
、たとえば米国特許第７９８８２７７号明細書から知られている。そのような方法は、た
とえば、動的表面張力の順序に基づいており、たとえば、色（間）滲みを防止またはマス
クするためのものである。
【０００６】
　国際公開第２０１３／０６５８７１号では、記録媒体に記録された記録物が、記録媒体
の上または上方にインクＡにより形成される第１の層であって、屈折率Ａを有する、第１
の層と、インクＡにより形成される第１の層の上にインクＢにより形成される第２の層で
あって、屈折率Ｂ（ここでＢ＜Ａ）を有する、第２の層と、
　第２の層の上にインクＣまたは透明樹脂材料により形成される第３の層であって、屈折
率Ｃ（ここでＣ＞Ａ）を有し記録物の表面層を形成する、第３の層とを含むことが開示さ
れている。
【０００７】
　そのような方法の欠点は、印刷品質が向上し得るが、色域が最適でなく、または劣化し
さえすることである。
【０００８】
　したがって、特にマシンコート媒体における印刷品質を向上させること、および色域を
維持またはさらに向上させることは、相反する要件であるように思われる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】欧州特許出願公開第１１２５７６０号明細書
【特許文献２】米国特許第７９８８２７７号明細書
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【特許文献３】国際公開第２０１３／０６５８７１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、本発明の目的は、上記の欠点を除去または少なくとも軽減する印刷方法を
提供することである。それは、高い耐光性、高い印刷品質および最適化された色域を有す
る印刷物を作成するための印刷方法である。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　したがって、本発明の第１の態様では、
　基材と、凝固剤を含む反応液と、第１の着色剤を含む第１のインク組成物および第１の
着色剤とは異なる第２の着色剤を含む第２のインク組成物を含むインクセットとを提供す
るステップａであって、第１の着色剤と第２の着色剤の両方が、それぞれ第１のインク組
成物および第２のインク組成物中で一次粒子として分散している、ステップａと、
　反応液を基材の第１の表面に塗布するステップｂと、
　第１のインク組成物の第１の層および第２のインク組成物の第２のインク層を基材の第
１の表面に印刷するステップｃであって、凝固剤と接触すると、第１のインク層および第
２のインク層に存在する一次粒子が、第１のインク層および第２のインク層に二次粒子が
それぞれ形成されるように凝集し、第１のインク層が第１の不透明度を取得し、第２のイ
ンク層が第２の不透明度を取得し、最も高い不透明度を取得したインク層が最初に印刷さ
れる、ステップｃと、
を備える、方法によって目的が少なくとも部分的に達成される。
【００１２】
　驚くべきことに、（一次）顔料粒子を反応液中に存在する凝固剤と反応させて（二次）
顔料粒子を形成した後のインク特性に基づいて色順を選択することによって、十分な印刷
品質および高い耐光性を与える顔料を使用する能力を維持しながら、色域最適化が可能に
なることを本発明者らは見出した。
【００１３】
　選択される色順は、凝固剤と接触して顔料粒子が凝固した後のインク層の不透明度に基
づく。インク組成物は不透明度が減少する順に印刷され、言い換えれば、透明度が増加す
る順にインク層が印刷される。
【００１４】
　また、上記の方法を用いることにより、すなわち、反応液で（前）処理を行い、プライ
マ組成物からの凝固剤と反応した後のインク層の不透明度の順にインクセットからのイン
クを印刷することにより、反応液での（前）処理なしの同じ印刷順と比較して、まだら（
ｍｏｔｔｌｉｎｇ）を防止または低減できることも本発明者らは見出した。いかなる理論
にも拘束されることを望むものではないが、第１のインク層における不均一な光吸収によ
ってまだら効果が生じ、これは反応液を塗布することによって低減または防止されると考
えられる。
【００１５】
　代替の解決策として、より小さい（一次）粒子サイズを有する顔料を使用して、（たと
えば、より小さい粒子サイズを有する顔料を選択するか、または顔料を粉砕してより小さ
い粒子を得ることによって）、したがってより高い透明度によって、凝固した（すなわち
、反応液と接触した後の）顔料粒子の不透明度を抑えるまたは少なくとも低減させること
ができる。しかしながら、そのような顔料を使用すると、耐光性が劣ったインク組成物と
なり得る。
【００１６】
　さらに、本発明による方法は、走査型印刷システム用に知られている知的な印刷戦略を
使用できない一方向印刷（たとえば、プリントヘッドのページワイドアレイを用いたシン
グルパス印刷）において特に有用であることにも留意されたい。



(5) JP 2017-534478 A 2017.11.24

10

20

30

40

50

【００１７】
　一実施形態では、ステップｃがステップｂの後に行われる。
【００１８】
　一実施形態では、ステップｃがステップｂの前に行われる。
【００１９】
　一実施形態では、インクセットが、第１および第２の着色剤とは異なる第３の着色剤を
含む第３のインク組成物であって、第３の着色剤が第３のインク組成物中で一次粒子とし
て分散している、第３のインク組成物を含み、ステップｃにおいて、第３のインク組成物
の第３の層が、基材の第１の表面に印刷され、凝固剤と接触すると、第３のインク層に存
在する一次粒子が、第３のインク層に二次粒子が形成されるように凝集し、第３のインク
層が第３の不透明度を取得し、インク層が不透明度の順に、最も高い不透明度を有するイ
ンク層から印刷される。
【００２０】
　一実施形態では、インクセットが、第１、第２および第３の着色剤とは異なる第４の着
色剤を含む第４のインク組成物であって、第４の着色剤が第４のインク組成物中で一次粒
子として分散している、第４のインク組成物を含み、ステップｃにおいて、第４のインク
組成物の第４の層が、基材の第１の表面に印刷され、凝固剤と接触すると、第４のインク
層に存在する一次粒子が、第４のインク層に二次粒子が形成されるように凝集し、第４の
インク層が第４の不透明度を取得し、インク層が不透明度の順に、最も高い不透明度を有
するインク層から印刷される。
【００２１】
　一実施形態では、インクセットが、ブラック、シアン、マゼンタおよびイエローのイン
ク組成物を含む。
【００２２】
　一実施形態では、反応液が凝固剤として多価金属塩を含む。
【００２３】
　一実施形態では、着色剤が顔料である。
【００２４】
　一実施形態では、顔料が、ピグメントイエロー７４、ピグメントレッド１２２、ピグメ
ントブルー１５：３、ピグメントブラック７であり、インク層の順序がイエロー、シアン
、マゼンタおよびブラックである。
【００２５】
　一実施形態では、インク組成物がラテックス樹脂を含む。
【００２６】
　別の態様では、本発明は、本発明の第１の態様による方法で印刷された印刷物に関する
。
【００２７】
　一実施形態では、印刷物は第１の表面を有する基材を備え、第１の表面が、第１の不透
明度を有する第１のインク層および第２の不透明度を有する第２のインク層を備え、最も
高い不透明度を有するインク層が第１の表面に最も近接して配置される。
【００２８】
　一実施形態では、印刷物の第１の表面は、第３の不透明度を有する第３のインク層を含
み、インク層は不透明度の順に配置され、最も高い不透明度を有するインク層が第１の表
面に最も近接して配置される。
【００２９】
　一実施形態では、印刷物の第１の表面は、第４の不透明度を有する第４のインク層を含
み、インク層は不透明度の順に配置され、最も高い不透明度を有するインク層が第１の表
面に最も近接して配置される。
【００３０】
　上記の実施形態の印刷物は二重層を備えることができ、二重層は第１のインク層および
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第２のインク層からなり、最も高い不透明度を有するインク層が基材に最も近接して配置
される。このようにして、より高い不透明度を有するインク層のマスキング効果はあまり
顕著ではなく、色域が最適である。
【００３１】
　一実施形態では、インク層は、それぞれブラック、シアン、マゼンタおよびイエローの
インク組成物を含む。
【００３２】
　一実施形態では、インクは、着色剤として顔料を含む。
【００３３】
　一実施形態では、顔料が、ピグメントイエロー７４、ピグメントレッド１２２、ピグメ
ントブルー１５：３、ピグメントブラック７であり、インク層の順序がイエロー、シアン
、マゼンタおよびブラックである。
【００３４】
　一実施形態では、インク層に使用されるインク組成物は、ラテックス樹脂を含む。
【００３５】
　一実施形態では、印刷物がマシンコート基材を備える。
【００３６】
　本発明は、本明細書において以下で与えられる詳細な説明および添付の概略図面からよ
り完全に理解されることになり、これらは例として与えられているにすぎず、本発明を限
定するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】インクジェット印刷システムの略図である。
【図２】比較例Ｂ、Ｄ、Ｆおよび実施例２において決定される色域のグラフである。
【図３】比較例Ａ、Ｃ、Ｅおよび実施例１において決定される色域のグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
基材
　本発明による方法での使用に適した印刷基材（受像媒体）は、いかなる種類にも限定さ
れない。特に関心があるのは、印刷分野でよく知られている普通紙およびマシンコート（
オフセットコート）紙である。
【００３９】
インク組成物
　本発明による方法での使用に適したインク組成物は、分散した着色剤を含み、水性のイ
ンク組成物であることが好ましい。着色剤は、インク組成物中で一次着色剤粒子として分
散している。
【００４０】
　分散した着色剤が、本発明による方法で使用される反応液に存在する凝固剤との接触時
に凝集することが可能である限り、着色剤は、分散した染料または顔料、染料の組み合わ
せ、顔料の組み合わせ、または染料および顔料の組み合わせとすることができる。
【００４１】
　適切なインク組成物は、安定化共溶媒、界面活性剤、分散したポリマー粒子（ラテック
ス）およびその他の機能性添加剤をさらに含むことができる。
【００４２】
　個々のインク組成物の適切な例は、印刷分野でよく知られている。
【００４３】
着色剤
　着色剤粒子は、着色剤が水分散性である限り、顔料もしくは顔料の混合物、染料もしく
は染料の混合物、または顔料および染料を含む混合物とすることができる。
【００４４】
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　本発明で使用可能な顔料の例は、一般的に知られているものを限定なく含み、水分散性
顔料または油分散性顔料のいずれも使用することができる。たとえば、不溶性顔料または
レーキ顔料などの有機顔料、ならびにカーボンブラックなどの無機顔料も好ましく使用す
ることができる。
【００４５】
　不溶性顔料の例は特に限定されないが、好ましいものは、アゾ、アゾメチン、メチン、
ジフェニルメタン、トリフェニルメタン、キナクリドン、アントラキノン、ペリレン、イ
ンジゴ、キノフタロン、イソインドリノン、イソインドリン、アジン、オキサジン、チア
ジン、ジオキサジン、チアゾール、フタロシアニンまたはジケトピロロピロール染料であ
る。
【００４６】
　たとえば、ブラックおよびカラーインク用の無機顔料および有機顔料が例示される。こ
れらの顔料は、単独でまたは組み合わせて使用することができる。
【００４７】
　無機顔料として、コンタクト法、ファーネス法、サーマル法などの知られている方法で
生成されるカーボンブラック、ならびに酸化チタン、酸化鉄、炭酸カルシウム、硫酸バリ
ウム、水酸化アルミニウム、バリウムイエロー、カドミウムレッド、およびクロムイエロ
ーを使用することができる。
【００４８】
　有機顔料として、アゾ顔料（アゾレーキ、不溶性アゾ顔料、濃縮顔料、キレートアゾ顔
料などを含む）、多環式顔料（たとえば、フタロシアニン顔料、ペリレン顔料、ペリノン
顔料、アントラキノン顔料、キナクリドン顔料、ジオキサジン顔料、インジゴ顔料、チオ
インジゴ顔料、イソインドリノン顔料、およびキノフタロン顔料）、染料キレート（たと
えば、塩基性染料キレートおよび酸性染料キレート）、ニトロ顔料、ニトロソ顔料、アニ
リンブラックを使用することができる。これらの中で、特に、水との親和性が高い顔料を
好ましく使用することができる。
【００４９】
　好ましく使用可能な特定の顔料が、以下に列挙されている。
【００５０】
　マゼンタまたはレッド用の顔料の例は、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントレッド２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントレッド６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１５、Ｃ．
Ｉ．ピグメントレッド１６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド
２２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド３１、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントレッド３８、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８：
２（パーマネントレッド２Ｂ（Ｃａ））、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８：３、Ｃ．Ｉ．
ピグメントレッド４８：４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４９：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレ
ッド５２：２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５３：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５７：１
（ブリリアントカーミン６Ｂ）、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド６０：１、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トレッド６３：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド６４：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド８１
、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド８３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド８８、Ｃ．Ｉ．ピグメント
レッド１０１（ベンガラ）、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１０４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッ
ド１０６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１０８（カドミウムレッド）、Ｃ．Ｉ．ピグメント
レッド１１２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１１４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２（キ
ナクリドンマゼンタ）、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１
３９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１４６、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド１４９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１６６、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１６
８、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７０、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７２、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド１７７、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７８、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１７
９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１８５、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１９０、Ｃ．Ｉ．ピグ
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メントレッド１９３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２０９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２１
９、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２２２、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１（ローダミン
レーキ）、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット３、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット５：１
、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１６、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１９、Ｃ．Ｉ
．ピグメントバイオレット２３およびＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット３８を含む。
【００５１】
　オレンジまたはイエロー用の顔料の例は、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントイエロー３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１
３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントイエロー１５：３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１７、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー２４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー３４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー３５、Ｃ．Ｉ．
ピグメントイエロー３７、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー４２（黄色酸化鉄）、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントイエロー５３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー
７４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー８１、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー８３、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントイエロー９３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー
９５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９７、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９８、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントイエロー１００、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１０１、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエ
ロー１０４、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー４０８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１０９、
Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１１０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１１７、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントイエロー１２０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１２８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロ
ー１３８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５０、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５１、Ｃ
．Ｉ．ピグメントイエロー１５３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８３、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントオレンジ５、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１３、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１６、
Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１７、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３１、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トオレンジ３４、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３６、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ４３、
およびＣ．Ｉ．ピグメントオレンジ５１を含む。
【００５２】
　グリーンまたはシアン用の顔料の例は、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１、Ｃ．Ｉ．ピグメ
ントブルー２、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：１、Ｃ
．Ｉ．ピグメントブルー１５：２、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３（フタロシアニン
ブルー）、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１６、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１７：１、Ｃ．ピ
グメントブルー５６、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー６０、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー６３、
Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン１、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン４、Ｃ．Ｉ．ピグメントグ
リーン７、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン８、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン１０、Ｃ．Ｉ．
ピグメントグリーン１７、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン１８およびＣ．Ｉ．ピグメントグ
リーン３６を含む。
【００５３】
　上記の顔料に加えて、レッド、グリーン、ブルーまたは中間色が必要な場合、以下の顔
料が個別にまたはそれらの組み合わせによって使用されることが好ましい。使用可能な顔
料の例は、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２０９、２２４、１７７および１９４、Ｃ．Ｉ．ピ
グメントオレンジ４３、Ｃ．Ｉ．バットバイオレット３、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレッ
ト１９、２３および３７、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン３６および７、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トブルー１５：６を含む。
【００５４】
　さらに、ブラック用の顔料の例は、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１、Ｃ．Ｉ．ピグメン
トブラック６、Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック７、およびＣ．Ｉ．ピグメントブラック１１
を含む。本発明で使用可能なブラックカラーインク用顔料の具体例は、カーボンブラック
（たとえば、ファーネスブラック、ランプブラック、アセチレンブラック、およびチャネ
ルブラック）、（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック７）または金属系顔料（たとえば、銅、鉄
（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１１）および酸化チタン、ならびに有機顔料（たとえば、
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アニリンブラック（Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１））を含む。
【００５５】
　インクジェットインクに含まれる水不溶性顔料の量は、固形分として、好ましくは、０
．５重量％から１５重量％、より好ましくは０．８重量％から１０重量％、さらにより好
ましくは１重量％および６重量％の間である。水不溶性顔料の量が０．５重量％未満であ
る場合、インクの発色性および画像濃度が低下し得る。１５重量％を超える場合、好まし
くないことに、インクの粘度が増加して、インクの吐出安定性が低下する。
【００５６】
反応液
　本発明による方法での使用に適した反応液は、分散した着色剤（一次）粒子を凝集させ
て二次粒子を形成することが可能な凝固剤を含む。二次着色剤粒子は、２つ以上の一次粒
子を凝集（互いに付着）させることによって形成され、その結果、一次着色剤粒子よりも
サイズが大きくなる。
【００５７】
　適切な凝固剤は、当技術分野でよく知られており、酸性化合物および多価金属塩を含む
。そのような化合物は、分散した粒子、特に分散した着色剤粒子を不安定化することがで
き、したがってそのような粒子の凝集を誘発する。
【００５８】
印刷工程
　本発明によるインクを適切に使用可能な印刷工程が、図１に示された添付図面を参照し
ながら説明される。図１に、インクジェット印刷システムの略図を示す。
【００５９】
　図１は、受像媒体（印刷基材）、特にマシンコート媒体Ｐのシートが、矢印５０および
５１で示される搬送方向に、輸送機構１２の助力を得て輸送されることを示す。輸送機構
１２は、１つ（図１に図示）または複数のベルトを備える駆動ベルトシステムとすること
ができる。代替的には、これらのベルトの１つまたは複数は、１つまたは複数のドラムと
交換することができる。輸送機構は、印刷工程の各ステップにおいてシート輸送の要件（
たとえば、シート位置合わせ精度）に応じて適切に構成することができ、したがって、１
つまたは複数の駆動ベルトならびに／あるいは１つまたは複数のドラムを備えることがで
きる。受像媒体のシートを適切に搬送するためには、シートは輸送機構に対して固定され
る必要がある。固定の方法は特に限定されず、静電固定、機械的固定（たとえばクランプ
）および真空固定から選択することができる。これらのうち、真空固定が好ましい。
【００６０】
　後述の印刷工程は、以下のステップ：媒体処理、画像形成、乾燥および定着を含む。
【００６１】
媒体前処理
　受像媒体、特に吸収の遅い媒体、たとえばマシンコート媒体におけるインクの拡散およ
びピニング（ｐｉｎｎｉｎｇ）（すなわち、顔料および水分散性ポリマー粒子の固定）を
改良するために、受像媒体を前処理する、すなわち、媒体に画像を印刷する前に処理する
ことができる。前処理ステップは、以下の１つまたは複数を備えることができる：
－　受像媒体上での使用インクの拡散を促進し、および／または受像媒体への使用インク
の吸収を促進するための受像媒体の予備加熱、
－　使用インクによる受像媒体の湿潤性を向上させ、インク組成物の分散した固形分（す
なわち、顔料および分散ポリマー粒子）の安定性を制御するために、受像媒体の表面張力
を増加させるためのプライマ前処理。プライマ前処理は、気相で、たとえば、塩酸、硫酸
、酢酸、リン酸および乳酸などの気体状の酸を用いて、または反応液で受像媒体をコーテ
ィングすることにより液相で実施することができる。反応液は、溶媒としての水、１つま
たは複数の共溶媒、界面活性剤などの添加剤、ならびに多価金属塩、酸およびカチオン樹
脂から選択される少なくとも１つの化合物を含むことができる。
－　コロナまたはプラズマ処理。
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【００６２】
プライマ前処理
　反応液の塗布方法として、任意の従来から知られている方法を使用することができる。
塗布方法の具体例は、ローラーコーティング、インクジェット塗布、カーテンコーティン
グおよびスプレーコーティングを含む。反応液が塗布される回数には特に制限はない。１
回塗布することもでき、または２回以上塗布することもできる。２回以上の塗布が好まし
い場合があり、その理由は、コーティングされた印刷紙のコックリング（ｃｏｃｋｌｉｎ
ｇ）を防止することができ、表面反応液により形成される膜が、２つ以上のステップで塗
布することによってシワのない均一な乾燥表面を生成するためである。
【００６３】
　特に、ローラーコーティング（図１の１４参照）法が好ましく、その理由は、このコー
ティング方法が吐出特性を考慮する必要がなく、反応液を記録媒体に均質に塗布すること
ができるためである。加えて、記録媒体にローラーまたは他の手段で塗布される反応液の
量は、反応液の物理特性と、ローラーコーターにおけるローラーの記録媒体への接触圧お
よび反応液のコーター用のローラーコーターにおけるローラーの回転速度とを制御するこ
とで適切に調整することができる。反応液の塗布領域として、印刷部分のみに塗布するか
、または印刷部分と非印刷部分の両方の全体の表面に塗布することが可能であってもよい
。しかしながら、反応液が印刷部分のみに塗布される場合、コート印刷紙に含まれるセル
ロースが反応液中の水で膨潤して乾燥することにより塗布領域および非塗布領域の間に不
均一が生じ得る。そして、均一に乾燥させる視点から、反応液をコート印刷紙の表面全体
に塗布することが好ましく、表面全体へのコーティング方法としてローラーコーティング
を使用できることが好ましい。反応液は、水性の反応液とすることができる。
【００６４】
コロナまたはプラズマ処理
　コロナまたはプラズマ処理は、受像媒体のシートをコロナ放電またはプラズマ処理にさ
らすことによって、前処理ステップとして使用することができる。特に、ポリエチレン（
ＰＥ）フィルム、プリプロピレン（ＰＰ）フィルム、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥ
Ｔ）フィルムおよびマシンコート媒体などの媒体で使用される場合、媒体の表面エネルギ
ーを増加させることでインクの付着および拡散を改善することができる。マシンコート媒
体によって、水の吸収を促進することができ、これにより画像の定着をより高速にし、受
像媒体上のパドリング（ｐｕｄｄｌｉｎｇ）をより少なくすることができる。受像媒体の
表面特性は、異なる気体または気体混合物をコロナまたはプラズマ処理における媒体とし
て使用することによって、調整することができる。例として、空気、酸素、窒素、二酸化
炭素、メタン、フッ素ガス、アルゴン、ネオンおよびこれらの混合物がある。空気中での
コロナ処理が最も好ましい。
【００６５】
　図１は、受像媒体Ｐのシートを第１の前処理モジュール１３へ搬送しこれを通過させる
ことができることを示し、このモジュールは予熱器、たとえば輻射加熱器、コロナ／プラ
ズマ処理ユニット、ガス状酸処理ユニットまたは上記のあらゆる組み合わせを備えること
ができる。任意で、続いて、反応液塗布部材１４において、所定量の反応液が受像媒体Ｐ
の表面に塗布される。具体的には、反応液の貯蔵タンク１５から、二重ロール１６および
１７から構成される反応液塗布部材１４へ、反応液が提供される。二重ロールの各表面は
、スポンジなどの多孔質樹脂材料で覆うことができる。最初に反応液を補助ロール１６に
提供した後、反応液が主ロール１７に転送され、所定量が受像媒体Ｐの表面に塗布される
。続いて、反応液が供給されたコート印刷紙Ｐは、反応液中の水分含有量を所定の範囲ま
で減少させるために、反応液塗布部材１４の下流位置に設置された乾燥加熱器から構成さ
れる乾燥部材１８によって任意で加熱し乾燥させることができる。受像媒体Ｐに提供され
る提供反応液中の全含水量に基づいて、１．０重量％から３０重量％までの量に含水量を
減少させることが好ましい。
【００６６】
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　輸送機構１２が反応液で汚れないようにするために、クリーニングユニット（図示せず
）を設置することができ、および／または輸送機構を上述のように複数のベルトまたはド
ラムで構成することができる。後者の措置によって、輸送機構の上流部分の、特に印刷領
域における輸送機構の汚れが防止される。
【００６７】
画像形成
　画像形成は、インクジェットインクが装填されたインクジェントプリンタを使用して、
デジタル信号に基づいてインク液滴がインクジェットヘッドから印刷媒体に吐出されるよ
うに行われる。
【００６８】
　シングルパスインクジェット印刷とマルチパス（すなわち走査型）インクジェット印刷
の両方を画像形成に使用することができるが、シングルパスインクジェット印刷が、高速
印刷を行うのに効果的であるので、使用されることが好ましい。シングルパスインクジェ
ット印刷は、インクジェットマーキングモジュールの下で受像媒体を一度通過させること
によって、インク液滴を受像媒体に堆積させて画像の全画素を形成するインクジェット記
録方法である。
【００６９】
　図１において、１１はインクジェットマーキングモジュールを表し、これは１１１、１
１２、１１３および１１４で示された４つのインクジェットマーキングデバイスを備え、
それぞれ異なる色（たとえば、シアン、マゼンタ、イエローおよびブラック）のインクを
吐出するように構成される。各ヘッドのノズルピッチは、たとえば、約３６０ｄｐｉであ
る。本発明では、「ｄｐｉ」とは、２．５４ｃｍあたりのドット数を示す。
【００７０】
　シングルパスインクジェット印刷用のインクジェットマーキングデバイス１１１、１１
２、１１３、１１４は、少なくとも両方向矢印５２で示された所望の印刷範囲の幅の長さ
Ｌを有し、印刷範囲は矢印５０および５１で示された媒体輸送方向と垂直である。インク
ジェットマーキングデバイスは、少なくとも前記所望の印刷範囲の幅の長さを有する単一
のプリントヘッドを備えることができる。また、インクジェットマーキングデバイスは、
２つ以上のインクジェットヘッドを組み合わせて、個々のインクジェットヘッドの合わせ
た長さが印刷範囲の幅全体をカバーするようにすることで、構築することができる。その
ように構築されたインクジェットマーキングデバイスは、プリントヘッドのページワイド
アレイ（ＰＷＡ）とも呼ばれる。図２Ａは、７つの個別のインクジェットヘッド（２０１
、２０２、２０３、２０４、２０５、２０６、２０７）を備えるインクジェットマーキン
グデバイス１１１（１１２、１１３、１１４は同一でもよい）を示し、これらは２つの平
行な行に配置され、第１の行は４つのインクジェットヘッド（２０１－２０４）を備え、
第２の行は、第１の行のインクジェットヘッドに対して互い違いの構成で配置された３つ
のインクジェットヘッド（２０５－２０７）を備える。互い違いの構成によって、インク
ジェットマーキングデバイスの長さ方向において実質的に等距離であるノズルのページワ
イドアレイが提供される。また、互い違いの構成によって、第１の行および第２の行のイ
ンクジェットヘッドが重複する領域においてノズルの冗長性を提供することができる。図
２Ｂの７０を参照されたい。さらに、互い違いを用いて、インクジェットマーキングデバ
イスの長さ方向におけるノズルピッチを減少させる（したがって印刷解像度を増加させる
）ことができ、これはたとえば、第２の行のインクジェットヘッドのノズルの位置が、イ
ンクジェットマーイングデバイスの長さ方向にノズルピッチの半分だけずれるように、イ
ンクジェットヘッドの第２の行を配置することで行い、ノズルピッチはインクジェットヘ
ッドの隣接するノズル間の距離ｄｎｏｚｚｌｅである（図２Ｂの８０の詳細図を表す図２
Ｃ参照）。より多くの行のインクジェットヘッドを用いて、解像度をさらに増加させるこ
とができ、これらはそれぞれ、各行のノズルの位置が他の全ての行のノズルの位置に対し
て長さ方向にずれるように配置される。
【００７１】
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　インクの吐出による画像形成において、使用されるインクジェットヘッド（すなわちプ
リントヘッド）は、オンデマンド型または連続型のインクジェットヘッドとすることがで
きる。インク吐出システムとして、電気－機械変換システム（たとえば、シングルキャビ
ティ型、ダブルキャビティ型、ベンダー型、ピストン型、せん断モード型、もしくは共用
壁型）、または電気－熱変換システム（たとえば、サーマルインクジェット型、バブルジ
ェット（登録商標）型）がいずれも使用可能であり得る。これらの中でも、現在の画像形
成方法では、３０μｍ以下の直径のノズルを有するピエゾ型インクジェット記録ヘッドを
使用することが好ましい。
【００７２】
　図１は、前処理後に、受像媒体Ｐがインクジェットマーキングモジュール１１の上流部
分に搬送されることを示す。そして、受像媒体Ｐの幅全体がカバーされるように配置され
た各インクジェットマーキングデバイス１１１、１１２、１１３および１１４から各カラ
ーインクが吐出することによって、画像形成が行われる。
【００７３】
　任意で、画像形成は、受像媒体を温度制御しながら行うことができる。この目的で、温
度制御デバイス１９を、インクジェットマーキングモジュール１１の下で輸送機構（たと
えばベルトまたはドラム）の表面の温度を制御するように配置することができる。温度制
御デバイス１９を用いて、受像媒体Ｐの表面温度をたとえば３０℃から６０℃の範囲で制
御することができる。温度制御デバイス１９は、受像媒体の表面温度を前記範囲で制御す
るために、輻射加熱器などの加熱器、および冷風器などの冷却手段を備えることができる
。続いて、印刷中に、受像媒体Ｐはインクジェットマーキングモジュール１１の下流部分
に搬送される。
【００７４】
乾燥および定着
　画像が受像媒体に形成された後、印刷物は乾燥される必要があり、画像は受像媒体に定
着される必要がある。乾燥は、溶媒、特に、選択された受像媒体に関して吸収特性が劣っ
ている溶媒の蒸発を含む。
【００７５】
　図１は、乾燥定着ユニット２０を概略的に示し、これは加熱器、たとえば輻射加熱器を
備えることができる。画像が形成された後、印刷物は乾燥定着ユニット２０へ搬送されこ
れを通過する。印刷物は、印刷された画像中に存在する、大部分は水である溶媒が蒸発す
るように加熱される。蒸発ひいては乾燥の速度は、乾燥定着ユニット２０の空気のリフレ
ッシュ速度を増加させることで、高めることができる。同時に、最小膜形成温度（ＭＦＴ
：ｍｉｎｉｍｕｍ　ｆｉｌｍ　ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ）を超える
温度まで印刷物が加熱されるので、インクの膜形成が起こる。印刷物が乾燥定着ユニット
２０から離れた場合に、乾燥したしっかりとした印刷物が得られるように、乾燥定着ユニ
ット２０における印刷物の滞留時間と、乾燥定着ユニット２０が動作する温度とが最適化
される。上記のように、定着乾燥ユニット２０内の輸送機構１２は、印刷装置の前処理お
よび印刷セクションの輸送機構から分離することができ、ベルトまたはドラムを備えるこ
とができる。
【００７６】
　これまで、画像形成ステップが前処理ステップ（たとえば、（水性）反応液の塗布）お
よび乾燥定着ステップと直列（ｉｎ－ｌｉｎｅ）に行われるように印刷工程が説明されて
おり、全て同一の装置により実施される（図１参照）。しかしながら、印刷工程は、上述
の実施形態に限定されない。２つ以上の機械がベルトコンベア、ドラムコンベア、ローラ
ーを介して接続され、反応液を塗布するステップと、コーティング溶液を乾燥させる（任
意の）ステップと、インクジェットインクを吐出して画像を形成するステップと、印刷さ
れた画像を乾燥および定着させるステップとが行われる方法。しかしながら、上記で定義
された直列の画像形成方法によって画像形成を行うことが好ましい。
例
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【００７７】
材料
　実施例で使用される顔料は、ＦｕｊｉＦｉｌｍ　Ｉｍａｇｉｎｇ　Ｃｏｒｐ．（ＦＦＩ
Ｃ）から入手されるＦｕｊｉ　ＡＰＤ－１０００　ＣＭＹＫである。
【００７８】
　実施例で使用されるラテックスは、ＤＳＭから入手されるＮｅｏＣｒｙｌ（Ｒ）Ａ－６
３３、スチレン－アクリレートラテックスである。
【００７９】
　ｐＨ調整剤、Ｖａｎｔｅｘ（Ｒ）－Ｔ（Ｎ、ｎ－ブチル－Ｎ、Ｎ－ジエタノールアミン
）は、Ｔａｍｉｎｃｏ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓから入手される。
【００８０】
　実施例で使用される他の全ての材料は、別途記載がない限り、Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉ
ｃｈから入手される。全ての材料は、別途記載がない限り、受け取られたまま使用される
。
印刷基材：
　Ｔｅｒｒａｐｒｉｎｔ　ｓｉｌｋは、Ｓｔｏｒａ　Ｅｎｚｏから入手されるマシンコー
ト印刷基材である。
【００８１】
　イエローラベルは、Ｏｃｅ（Ｃａｎｏｎ）から入手される普通紙印刷基材である。
【００８２】
方法
インク層の不透明度
　イエローインク層の不透明度は、ブラックインク層の上にイエローインク層を印刷する
ことで決定される。両方の層は、Ｋｙｏｃｅｒａ　ＫＪＢ４プリントヘッドを用いて１８
ｐｌの液滴で６００×６００ｄｐｉおよび１００％カバレッジで印刷される。そして、Ｋ
－Ｙ二重層上のＣＩＥＬＡＢ色測定が、Ｘ－ＲｉｔｅのＥｙｅ　Ｏｎｅ　ＩＳＩＳ装置を
用いて行われ、ａ＊、ｂ＊およびＬ＊が決定される。この手順は、ブラック－シアンおよ
びブラック－マゼンタ二重層、ならびにＹ－Ｋ、Ｃ－ＫおよびＭ－Ｋ二重層（それぞれ、
イエロー、シアンおよびマゼンタの上にブラックが印刷される）について反復される。こ
れらから、データΔＥＤＬが以下のように計算される：
　ΔＥＤＬ＝√［（Ｌ＊

ＤＬ－Ｌ＊
０）２＋（ａ＊

ＤＬ－ａ＊
０）２＋（ｂ＊

ＤＬ－ｂ＊

０）２］
ここで：
　ΔＥＤＬ＝ΔＥ二重層（Ｋ－Ｙ、Ｋ－Ｃ、Ｋ－Ｍ、Ｙ－Ｋ、Ｋ－Ｃ、Ｋ－Ｍそれぞれ）
であり、ΔＥＤＬは、単一のブラック層に対する、ブラック層を含む二重層のＬ＊、ａ＊

、ｂ＊色空間におけるずれの係数を表す。ΔＥＤＬが小さいほど、単一層ブラックからの
それぞれの二重層の色のずれが小さくなる。
【００８３】
　Ｌ＊

ＤＬ、ａ＊
ＤＬ、ｂ＊

ＤＬは、それぞれの二重層のＣＩＥＬＡＢパラメータであり
、Ｌ＊

０、ａ＊
０、ｂ＊

０は、ブラックの単一層のＣＩＥＬＡＢパラメータである（６０
０×６００ｄｐｉおよび１００％カバレッジ）。
【００８４】
　不透明度はΔＥＤＬにより判断され、ΔＥＤＬは、最上層の隠蔽力、ひいては最上層の
不透明度を示す。ΔＥＤＬが高いほど、最上層が有する不透明度が高くなる（すなわち、
透明度が低くなる）。
【００８５】
色域
　色域は、ＩＳＯ１２６４２によるＥＣＩ２００２チャート（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｅ
ｃｉ．ｏｒｇ／ｅｎ／ｐｒｏｊｅｃｔｓ／ｅｃｉ２００２）を印刷して決定される。チャ
ートは、Ｘ－ＲｉｔｅからのＥｙｅ　ｏｎｅ　ＩＳＩＳ装置を用いて分析される。色域は
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、ｂ＊値（ｙ軸）がａ＊値（ｘ軸）の関数として印刷されるグラフによって表される。
【００８６】
色堅牢度
　色堅牢度は、印刷分野で一般的に知られている標準ブルーウールスケール試験により決
定される。ブルーウールスケールは１－８からレーティングされ、１は乏しい耐光性を示
し、８は優れた耐光性を示す。
プライマ塗布
　プライマは、Ｋｙｏｃｅｒａ　ＫＪＢ４ヘッドによって、最小ドットサイズ（ＤＳ１）
で、使用される記録基材に応じた０．３および２ｇ／ｍ２の間のカバレッジの反応液（約
１５％および１００％の間のカバレッジ）を用いて噴出される。
【００８７】
調製例１：処理液の調製
　プライマ溶液は、表１に示される塩および共溶媒を水に溶解し、界面活性剤を添加する
ことによって調製することができる。プライマ溶液は、１５分間撹拌され、次いで１μｍ
絶対ポールフィルタ（ａｂｓｏｌｕｔｅ　ｐａｌｌ　ｆｉｌｔｅｒ）で濾過される。
【００８８】
【表１】

１）界面活性剤の混合物を用いて、反応液の拡散挙動を改良し、これは従来技術から適切
に選択することができる。
【００８９】
調製例２：インク組成物の調製
　シアン、マゼンタ、イエローおよびブラックのインク組成物は、表２に示された成分を
混合することで調製され、３０分間撹拌された。最後に、インク組成物は、１μｍ絶対ポ
ールフィルタで濾過された。
【００９０】
【表２】
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２）共溶媒混合物および界面活性剤混合物は、インク組成物の噴出および拡散挙動を最適
化するように、当技術分野で知られているように、適切に選択することができる。
３）総インク組成物に対する樹脂粒子の重量％（使用されたラテックス分散体は、４０重
量％の樹脂粒子（固体）を含むＤＳＭから入手されるＮｅｏＣｒｙｌ（Ｒ）Ａ６３３ラテ
ックス分散体である）。
４）総インク組成物に対する顔料粒子の重量％（使用された顔料分散体は、１４重量％の
顔料粒子（固体）を含むＦＦＩＣから入手されるＦｕｊｉ　ＡＰＤ－１０００顔料である
）。
【００９１】
　表１に示されたインクセットの耐光性は、インクジェットコーティングされたマット印
刷基材、コーティングされていない印刷基材（普通紙）およびマシンコート光沢印刷基材
において決定される。ブルーウールスケールのレーティングはそれぞれ５．６、５．４お
よび７．０であり、これは、耐光性が良好（普通紙上）から優秀（ＭＣ光沢上）であるこ
とを示している。
【００９２】
　調製例１に従って反応液をプライマとして用いた場合と用いない場合のこれらのインク
組成物の不透明度が、上述の方法を用いて決定された。使用した記録基材はＴｅｒｒａｐ
ｒｉｎｔ　ｓｉｌｋであった。結果が、表３に示されている。
【００９３】
【表３】

【００９４】
　全ての印刷された二重層はブラック（減法混色）であると考えられるので、ΔＥＤＬが
小さいほど、それぞれの二重層の色がよりブラックに近くなる。表３は、プライマを使用
した場合と使用しなかった場合に、Ｙ－Ｋ二重層のΔＥＤＬがＫ－Ｙ二重層の場合よりも
小さいことを示しており、これは、イエローインク層が上に印刷された場合、ブラックが
上に印刷された場合よりも色空間のずれが大きいことを示している。したがって、イエロ
ーインクは、プライマを使用しない場合と使用した場合の両方で、ブラックインクよりも
不透明である（透明性が低い）。Ｋ－Ｍ二重層と比較してＭ－Ｋ二重層についても同じこ
とが成り立ち、前記二重層間のΔＥＤＬの差のみが、Ｙ－ＫおよびＫ－Ｙ二重層の場合よ
りも顕著ではない。したがって、マゼンタインクの不透明度は、ブラックインクの不透明
度よりも大きいが、イエローインクよりも小さい。
【００９５】
　Ｋ－ＣおよびＣ－Ｋ二重層について、色空間におけるずれは、Ｋ－Ｃ層について最小で
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あり、これはシアンインクがブラックインクより不透明でないことを示している。しかし
ながら、その差は小さい。したがって、シアンおよびブラックインクの印刷順序はそれほ
ど重要ではない。
【００９６】
　結論として、インク組成物を不透明度の（減少）順に配置すると、順序はＹＭＫＣまた
はＹＭＣＫとなる。
【００９７】
　表３はさらに、プライマが使用された場合の不透明度の差が、特にイエローインクにつ
いて、プライマが使用されない場合よりも顕著であることを示している。したがって、プ
ライマが使用される場合に、色域が色順にさらに依存するようになると予想される。
【００９８】
比較例ＡおよびＢ：（前）処理なし、印刷順序ＫＣＭＹ
　調製例２で調製されたインク組成物が、Ｋｙｏｃｅｒａ　ＫＪＢ４印刷ヘッドを用いて
ＣＭＹＫ試験設定でＴｅｒｒａｐｒｉｎｔ　ｓｉｌｋ（比較例Ａ）およびイエローラベル
（比較例Ｂ）に印刷された。印刷の色順はＫＣＭＹであった。
【００９９】
比較例ＣおよびＤ：（前）処理、印刷順序ＫＣＭＹ
　印刷基材Ｔｅｒｒａｐｒｉｎｔ　ｓｉｌｋのシート（比較例Ｃ）およびイエローラベル
（比較例Ｄ）が、カバレッジがＴｅｒｒａｐｒｉｎｔ　ｓｉｌｋで２０％－２５％、イエ
ローラベルで１００％となるように、調製例１による反応液で処理された。
【０１００】
比較例ＥおよびＦ：（前）処理なし、印刷順序ＹＭＣＫ
　比較例ＡおよびＢが反復されたが、色順がＹＭＣＫであるという違いがあった。
【０１０１】
実施例１および２：（前）処理、印刷順序ＹＭＣＫ
　比較例ＣおよびＤが反復されたが、色順がＹＭＣＫであるという違いがあった（比較例
ＥおよびＦ参照）。
【０１０２】

【表４】

【０１０３】
　図２から、インクがＫＣＭＹの順でイエローラベルに印刷された場合（菱形）、反応液
が塗布されたときに色域が改善することが分かる（四角形）。色順をＹＭＣＫに変更する
ことにより（三角形）、色域はＫＣＭＹの色順（菱形）に対してわずかに増加する。いか
なる理論にも拘束されることを望むものではないが、これは、ＹＭＣＫの色順が、反応液



(17) JP 2017-534478 A 2017.11.24

10

20

中に存在する凝固剤との接触時に顔料粒子が凝固する前のインク組成物の不透明度の順序
を表すことによるものと考えられる（上記参照）。ＹＭＣＫの色順が反応液の塗布と併用
される場合（バツ）、反応液の塗布と組み合わせたＫＣＭＹの色順（四角形）と比較して
色域が著しく改善する。コーティングされていない媒体上の（所望の）基準色域（ＩＳＯ
１２６４７－２タイプ４、図２の曲線２０１）と比較して、反応液の塗布と組み合わせた
ＹＭＣＫ色順（バツ）は、優れたものとなる。
【０１０４】
　図３から、インクがＫＣＭＹ（菱形）の順序でＴｅｒｒａｐｒｉｎｔ　ｓｉｌｋ印刷媒
体に印刷された場合、ＫＣＭＹ印刷と組み合わせて反応液が塗布される（四角形）場合に
色域が著しく減少することが分かる。色順が凝集した顔料の不透明度の順序に適合された
場合（ＹＭＣＫ、三角形）、色域は、反応液の塗布なしではＫＣＭＹ色順に対して大きく
変化しない（菱形）。この印刷順序が反応液の塗布と組み合わせられる場合（バツ）、色
域は大きく劣化せず、反応液の塗布と組み合わせたＫＣＭＹの順の色域よりも著しく良好
となる。コーティングされた媒体上の（所望の）基準色域（Ｆｏｇｒａ　３９、図３の曲
線２０２）と比較して、反応液の塗布と組み合わせたＹＭＣＫ色順（バツ）は、非常に良
好となる。
【０１０５】
　したがって、反応液が塗布されなくてもインク組成物の不透明度の順に印刷することは
、色域に良い影響（少なくとも普通紙に見られるもの、図２参照）を与え得ると結論付け
ることができる。印刷品質を向上させるために反応液による（前）処理を使用する場合、
反応液中に存在する凝固剤との接触後の不透明度の順にインク組成物を印刷することの色
域への効果が、さらに一層顕著となる。着色インク（ＣＭＹＫ）を印刷する順序が、凝集
した顔料粒子（二次粒子）の不透明度の順に印刷されるように適合される場合、色域を維
持するまたは改善すらすることができる。

【図１】 【図２】
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